
 

 

 

 

 

     

羽村市立小作台小学校（令和８年７月１日） 

《児童
じ ど う

のみなさんへ》 

７月
がつ

の保
ほ

健
けん

目
もく

標
ひょう

は「熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

に注意
ちゅうい

しよう」です。 

気温
き お ん

や湿度
し つ ど

が高
たか

くなる日
ひ

が続
つづ

くため、熱 中 症
ねっちゅうしょう

に

注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。熱 中 症
ねっちゅうしょう

予防
よ ぼ う

の基本
き ほ ん

は、水分
すいぶん

補給
ほきゅう

はも

ちろん、まずは暑
あつ

さに負
ま

けない体
からだ

をつくることです。

こまめな水分
すいぶん

補給
ほきゅう

と、毎日
まいにち

の規則正
きそくただ

しい生活
せいかつ

リズムを

整
ととの

えることがとても大切
たいせつ

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭数 

水
すい

分
ぶん

補
ほ

給
きゅう

は、一
いち

度
ど

にたくさん飲
の

むのではなく、
 

こまめにコップ

１杯
はい

分
ぶん

を飲
の

む方
ほう

が効果的
こうかてき

です！   

朝
あさ

ごはんを食
た

べると、水分
すいぶん

や

塩
えん

分
ぶん

が補給
ほきゅう

されて、暑
あつ

さに負
ま

けない丈夫
じょうぶ

な体
からだ

を作
つく

ります。 

寝
ね

不
ぶ

足
そく

によって、疲
つか

れがとれず、

体温
たいおん

を調節
ちょうせつ

する機能
き の う

がうまく働
はたら

かなくなるので、毎日
まいにち

早寝
は や ね

早
はや

起
お

き

を意識
い し き

しましょう。
 

 

 

 

～おふろに浸
つ

かって熱 中 症
ねっちゅうしょう

になりにくい体
からだ

づくり～ 

人
ひと

の体
からだ

は、汗
あせ

をかくことによって体温
たいおん

を調節
ちょうせつ

しています。おふろに浸
つ

かることで、 

体温
たいおん

が上
あ

がり、汗
あせ

をかきやすい体
からだ

を作
つく

ることができます。 

38度
ど

のぬるめの湯
ゆ

に 10分
ふん

ほど浸
つ

かるのがちょうどよいと言
い

われています。 

長
なが

い時間
じ か ん

入ろうと無理
む り

はせずに、体調
たいちょう

に合
あ

わせておふろに浸
つ

かってみましょう。 

 

お風呂では汗が少しにじむくらいまで入るのがポイントで、目安としては 40℃のお湯

に 10 分ほど。身体が暑さに慣れるには 2 週間程度かかるため、最低でも暑さが本番

となる 2週間前くらいから取り組むとよい。 



《保護者の方へ》 

【定期健康診断後のお知らせについて】 

今年度の定期健康診断が終了しました。保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

健康診断後に、「結果のお知らせ」「欠席者検診のお知らせ」用紙を受け取った方は、受診と用紙の提出をお

願いします。 

学校の健康診断は、病気の疑いのある人を探す検査です。「要受診」や「異常あり」の結果でも、よく調べた

ら「異常なし」となることがありますのでご承知おきください。 

 

【熱中症対策について】 

① こまめな水分補給 

軽い脱水症状くらいでは、まだのどが渇いたとは感じません。

しかし、汗とともに体内の水分はどんどん失われていきます。そ

のため、少しずつ・こまめに水分補給をすることが大切です。一

度にたくさん飲むのではなく、コップ 1杯を何回も飲む方が効果

的です。熱中症や脱水予防のため、水筒の持参（熱中症予防効果

の高い飲料水も可）をお勧めします。 

 

② 朝の体調チェック 

朝、健康観察を行うことは、感染症だけでなく、熱中症を予防

する上でも有効です。食欲がない、睡眠不足であるなど、いつも

と様子が違うようであれば、ご家庭で様子をみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校での熱中症対策について 

●WBGT（暑さ指数）を確認し、危険レベルでは 

体育や休み時間の外遊びを中止しています。 

●水分補給の声掛けをします。水道の数が少ないので、水筒の持参をお勧めします。 

●校舎内は空調で室温調節をしています。 

●熱中症が疑われるお子さんの初期対応として、電解質補給の飲料やタブレット、肌に貼る冷却シート

などを利用することがあります。食物アレルギーの確認はしておりますが、心配なことや気になるこ

とがありましたら遠慮なく保健室までご連絡ください。 

私、石井は７月１１日より、産休に入ります。保護者の皆様には、今までた

くさんご協力をいただき、本当にありがとうございました。今後は、引き続き

栄田純怜養護教諭が対応させていただきます。 

今までと変わらぬご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。 


